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Littrow型外部共振型半導体レーザーを光源とする吸収分光装置を製作し、Gd原子の基底準位からの遷移の

吸収信号を取得する。 
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1. 緒言 

 燃料デブリの切断には、放射性微粒子が生じる。放射性微粒子の元素同定や同位体組成を分析するため

には、化学的な前処理をすることなく分析操作が望まれる。本研究では、これらの要件を満たす吸収分光

装置を製作し、原子炉の制御材料に使われる Gd原子の基底準位からの遷移の吸収信号を取得する予定であ

る。 

 

2. 実験 

 本研究では、Gd中性原子の吸収信号の取得を目指している。真空容器内で、高電圧印加により発生させ

たグロー放電を用いたスパッタリングに基づき、Gd中性原子を蒸気化させる。蒸気化させた Gd 中性原子

にレーザー光を入射させ、透過光強度の変化を測定することで、吸収信号を取得できる。本研究では、光

源の小型化と同位体レベルでの分解能を達成するため、CW発振可能で波長可変の半導体レーザー(Tholabs, 

DL5146-101S)を光源とする、Littrow 型の外部共振器を組んだ ECLD を製作した。また Gd 中性原子が蒸気

化していることを確認するため、Gd 中性原子の発光信号を観測した。現在、Gd 中性原子の吸収信号取得

に取り組んでおり、詳細は当日に報告する。 

 

3. 結論 

 真空容器内で Gd中性原子の蒸気化を確認した。現在、Littrow型の外部共振器を組んだ ECLDを用いて、

Gd中性原子の吸収信号の取得を目指している。 

 

 

本研究は、日本原子力研究開発機構「英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業」により実施された「レー

ザー加工により発生する微粒子の解析と核種同定手法の開発」の成果である。 
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